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(54)【発明の名称】 超音波診断装置用アタッチメント

(57)【要約】
【課題】      超音波を利用して、眼球の断層像を表示
することを可能とする超音波診断装置を用いて、水浸法
やイマージョン法により、眼球の断層像を観察する際
に、被検者を座位のままで、プローブと眼球との間に超
音波媒体を介在させて測定を可能とする超音波診断装置
用アタッチメントを提供する。
【解決手段】  超音波診断装置用アタッチメントは、超
音波診断装置用プローブ（以下、プローブ）の先端を挿
入することが可能なカップ状の形状を有し、プローブ先
端と超音波診断装置用アタッチメントとの間に液体、ま
たは液体状、またはゲル状の超音波媒体５を封入する構
造を持ち、眼球と超音波診断装置用アタッチメントの間
にゲル状の超音波媒体４を充填するための凹面形状の囲
いを持つことにより、測定時に、プローブ先端から、座
位の被検者の眼球までの間を超音波媒体で充填させるこ
とが可能となり、被検者を座位のままで測定することが
可能となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波を利用して、眼球の断層像を表示
することを可能とする超音波診断装置において、水浸法
やイマージョン法により、眼球の断層像を観察する際
に、被検者を座位の状態のままで、プローブと眼球との
間に液体、または液体状、またはゲル状の超音波媒体
（４、５）を介在させて観察を可能とすることを特徴と
する超音波診断装置用アタッチメント。
【請求項２】  請求項１において、プローブを挿入可能
なカップ状の形状をし、プローブの先端と超音波診断装
置用アタッチメントとの隙間に液体、または液体状、ま
たはゲル状の超音波媒体（５）を封入させる構造を持つ
超音波診断装置用アタッチメント。
【請求項３】  請求項１において、眼球と超音波診断装
置用アタッチメントの間にゲル状の超音波媒体（４）を
充填するための凹面形状の囲いを持つことを特徴とする
超音波診断装置用アタッチメント。
【請求項４】  請求項２において、カップ形状の底部あ
たる面がプローブの超音波発振面に対して、角度が設け
てある構造を持つ超音波診断装置用アタッチメント。
【請求項５】  請求項２において、プローブの先端に、
超音波診断装置用アタッチメントを装着する際に、プロ
ーブの形状に対する超音波診断装置用アタッチメントの
取付位置が、一意的に決定する構造をもつ超音波診断装
置用アタッチメント。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、眼球の断層像を観察し
て、診断を行うことが可能な超音波診断装置のプローブ
において、水浸法やイマージョン法により、眼球の断層
像を観察する際に、眼球からプローブの先端までの隙間
を超音波媒体で充填するために用いられる超音波診断装
置用アタッチメントに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】眼球の疾病症状を診断する方法の一つと
して、超音波診断装置を用いて、眼球の断層像を観察す
ることが行われる。特に、表層部を含めた眼球の断層像
を観察するためには、プローブを、ある程度眼球から離
す必要があることから、水浸法やイマージョン法が用い
られる。眼球の断層像を、水浸法やイマージョン法によ
り観察を行う際には、被検者を仰臥位にして、図２のよ
うに、眼球（３）上に液体、または液体状、またはゲル
状の超音波媒体（６）を溜めるためのアイカップ（７）
を設置し、その中に超音波媒体を注ぎ込む。その後、プ
ローブ（１）の先端をアイカップ（７）内の媒体中に水
没させながら測定を実施し、眼球の断層像の観察を行
う。
【０００３】しかしながら、水浸法やイマージョン法を
用いる場合には、上述のようにプローブの先端から眼球
までの隙間を、液体、または液体状、またはゲル状の超
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音波媒体で満たす必要があるため、従来のアイカップで
は、超音波媒体がこぼれないように被検者を仰向けにし
て測定を実施する必要がある。
【０００４】また、簡易の水浸法として、風船状のパッ
ケージの中に液体の超音波媒体を封入したものを、プロ
ーブの先端と眼球の間に保持して測定を行うソフトウォ
ーターバッグ方式があるが、眼球に直接、超音波媒体が
接触せずに、風船状のパッケージが接触する為、角膜付
近の断層像を観察する際には、風船状のパッケージの断
層像も観察されてしまう。このため、ソフトウォーター
バッグ方式では、表層部付近の断層像の観察には適さな
い。
【発明が解決しようとする課題】本発明は、超音波診断
装置を用いて、水浸法やイマージョン法により、眼球の
断層像を観察する際に、プローブと眼球との間に液体、
または液体状、またはゲル状の超音波媒体を介在させた
まま、被検者を仰臥位にすることなく、座位で、容易に
測定を実施するための超音波診断装置用アタッチメント
を提供することを目的としている。
【０００５】また、カップ形状の構造を持つ超音波診断
装置用アタッチメントを、プローブの先端と超音波診断
装置用アタッチメントとの間に液体、または液体状、ま
たはゲル状の超音波媒体を介在させた状態で、プローブ
の先端に設置する場合、カップ形状をした超音波診断装
置用アタッチメントの底面により、測定時に多重エコー
が発生する。そのため、本発明は、さらに、この多重エ
コーを低減させるべく構造を有した超音波診断装置用ア
タッチメントを提供することを目的としている。
【０００６】また、プローブから発振される超音波には
方向性があり、プローブの先端形状は、超音波の方向性
を識別できる形状をしている。このため、超音波診断装
置用アタッチメントを、プローブの先端に装着する際
に、取付方によっては、前記超音波の伝導を一部妨げる
恐れがある。本発明では、これを防止するために、容易
に取付けることができる構造を有した超音波診断装置用
アタッチメントを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
の本発明に係る超音波診断装置用アタッチメントは、プ
ローブの先端を挿入することが可能なカップ状の形状を
有し、プローブの先端と超音波診断装置用アタッチメン
トとの間に液体、または液体状、またはゲル状の超音波
媒体を封入する構造を持ち、眼球と超音波診断装置用ア
タッチメントの間にゲル状の超音波媒体を充填するため
の凹面形状の囲いを持つことにより、測定の際に、水平
に保ったプローブの先端から、座位の状態にある被検者
の眼球までの間を液体、または液体状、またはゲル状の
超音波媒体で充填させることが可能となり、被検者を座
位の状態のまま、容易に測定ができることを要旨とす
る。
【０００７】超音波診断装置用アタッチメントの材質
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に、シリコンゴムのような弾性体を用いることにより、
プローブ側面と超音波診断装置用アタッチメントが確実
に密着するため、プローブの先端と超音波診断装置用ア
タッチメントとの間に封入する超音波媒体の密閉性が向
上し、プローブの先端から超音波診断装置用アタッチメ
ントの間に超音波媒体が確実に介在させることが可能と
なる。
【０００８】また、カップ形状をした超音波診断装置用
アタッチメントの底面に角度を設けることにより、底面
で発生する測定用超音波の反射波が、プローブの先端に
戻ることを防止することが可能となり、多重エコーが低
減される。
【０００９】また、取付位置を示すためのマーカーを、
プローブと超音波診断装置用アタッチメントの双方に設
置し、プローブの先端に超音波診断装置用アタッチメン
トを装着する際に、マーカーに合わせて嵌合させること
により、プローブに対する超音波診断装置用アタッチメ
ントの位置関係を、一意的に決定することができる。
【００１０】また、超音波診断装置用アタッチメント
の、プローブとの嵌合面にあたる形状を、プローブの先
端形状に沿った形状とし、超音波診断装置用アタッチメ
ントをプローブ先端に装着する際に、超音波診断装置用
アタッチメントの嵌合面形状とプローブの先端形状を一
致させて取付けることにより、プローブに対する超音波
診断装置用アタッチメントの位置関係を、一意的に決定
することができる。
【作用】上述の構造を有する超音波診断装置用アタッチ
メントは、超音波診断装置を用いて、水浸法やイマージ
ョン法により、眼球の断層像を観察する際に、プローブ
と眼球との間に超音波媒体を介在させたまま、被検者を
仰臥位にすることなく、座位で、容易に測定することを
可能とする。
【発明の実施の形態】以下に、本発明の超音波診断装置
用アタッチメントの実施形態について、図面を参照しつ
つ説明する。
【００１１】図１において、超音波診断装置用アタッチ
メント２にプローブ１の先端が挿入されており、プロー
ブ１の先端と超音波診断装置用アタッチメント２との間
には、液体、または液体状、またはゲル状の超音波媒体
５が封入されている。さらに、超音波診断装置用アタッ
チメント２と眼球３の間に設けてある凹状の囲いに、ゲ
ル状の超音波媒体４を充填し、超音波媒体４を眼球３に
密着させることにより、測定時にプローブ１を水平にし
ても液体、または液体状またはゲル状の超音波媒体
（４、５）が、プローブ１と眼球３の間に常に介在され
た状態となり、被検者を座位で測定することが可能とな
る。
【００１２】図１及び図３において、超音波診断装置用
アタッチメント８の材質に伸縮性のある素材を用いるこ
とにより、プローブ１の側面と超音波診断装置用アタッ*
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*チメント８との間のシール性が向上し、液体、または液
体状、またはゲル状の超音波媒体５を、プローブ１の先
端と超音波診断装置用アタッチメント８との間に確実に
封入することが可能となる。
【００１３】図４及び図５において、眼球３と超音波診
断装置用アタッチメント９との間にゲル状の超音波媒体
４を充填するために設けた超音波診断装置用アタッチメ
ント９の凹面形状の囲いに対して、眼球側の面を凹面形
状１０にすることにより、ゲル状の超音波媒体４の、眼
球３に対する密着性が向上する。
【００１４】図６において、超音波診断装置用アタッチ
メン１１の、プローブ１との嵌合面を、プローブ１の先
端形状に沿った形にすることにより、超音波診断装置用
アタッチメン１１とプローブ１との位置関係を、一意的
に決定することが可能となる。
【００１５】図７において、超音波診断装置用アタッチ
メン１２とプローブ１４に取付位置を表すマーカー１３
を設けておき、マーカー１３に合わせて、超音波診断装
置用アタッチメン１２とプローブ１４を嵌合させること
により、超音波診断装置用アタッチメン１２とプローブ
１４との位置を、一意的に決定することができる。
【００１６】
【発明の効果】上述の説明から明らかなように、本発明
に従う構造とされた超音波診断装置用アタッチメント
は、超音波診断装置を用いて、水浸法やイマージョン法
により、眼球の断層像を観察する際に、被検者を座位で
測定することを可能とする。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態として超音波診断装置用ア
タッチメントの構造を示し、その使用形態を示す図であ
る。
【図２】従来の水浸法による超音波診断装置の測定実施
方法の一例を示した図である。
【図３】本発明の実施形態として超音波診断装置用アタ
ッチメントの構造を示す図である。
【図４】本発明の実施形態として超音波診断装置用アタ
ッチメントの構造を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態として超音波診断装置用ア
タッチメントの構造を示し、その使用形態を示す図であ
る。
【図６】本発明の実施形態として超音波診断装置用アタ
ッチメントの構造を示す図である。
【図７】本発明の実施形態として超音波診断装置用アタ
ッチメントの構造を示す図である。
【符号の説明】
１  プローブ本体
２  超音波診断装置用アタッチメント
３  眼球
４  ゲル状の超音波媒体
５  液体、または液体状、またはゲル状の超音波媒体
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６  超音波媒体
７  アイカップ
８  超音波診断装置用アタッチメント
９  超音波診断装置用アタッチメント
１０超音波診断装置用アタッチメントの凹面形状の囲い
における、眼球側の面の凹面形状構造 *

6
*１１超音波診断装置用アタッチメント
１２マーカー１３を設けた超音波診断装置用アタッチメ
ント
１３取付位置を示すマーカー
１４マーカー１３を設けたプローブ本体

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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